









大 会 発 表 要 旨1998.10.23-24
ル ドル フ ・シ ン ドラー の空 間構 成
末包伸吾/神戸大学
建築家 ル ドルフ ・ミヒャエル ・シン ドラー
(RudolphMichaelSchindler,1887‐1953)
は,1887年オース トリアの ウィー ンに生 まれ,
学生 時代 に オ ッ トー ・ワー グナ ー(Otto
Wagner,1841-1918)やア ドル フ ・ロー ス
(AdolfLoos,1870-1933)に師事 す る。
1914年に訪 米 した シン ドラーは,シ カゴの建
築設計事務 所で実務経験 を積 み,そ の後,フ
ラ ン ク 。ロイ ド ・ラ イ ト(FrankLloyd
Wright,1867?-1959)に師事。1920年,シ
ンドラーは,ラ イ トの要請 に従 い,「 バ ー ン
スダール邸」 の設計監理 のため,カ リフォル
ニア州 ロサ ンゼルスに赴 く。1921年の独立後,
彼 は ロサ ンゼルスにおいて,住 宅 の設計を主
に建築家 としての活動を展開す ることとな る。
シン ドラーは,彼 の建築家 と して の自己形成
過程 においてワーグナー,ロ ース,そ して ラ
イ トとい った近代主義建築の形成 にお いて重
要 な働 きを した巨匠 たちの薫陶を受 けること
で,彼 の 空 間 とそ の構 成 法 の概 念 で あ る
`SpaceArchitecture'を導 き,さ らに,独
立か ら死去す る1953年までの30余年 にわた る
建築活動を通 じて`SpaceArchitecture'の
概念 と空間 さ らにはその構成 法を発展 させ る。
シ ンドラーのこう した試行 は,ア メ リカの近
代建築運動 の中で も重要 な位 置を占める,ロ
サ ンゼル スの近代建築運動 を先導 する ことと
な る。
近年,シ ン ドラ ー が 展 開 した`Space
Architecture'の概念 とその空間構成 にっ い
て,欧 米 を はじめ我 が国 において も再評価 の
機運 が大変高 くな っている。 そこには,彼 が























を基準線 として,そ の上部で変化を付 ける
構成法により自身の建築を生涯 にわたり統
御 した。















































































明確 に分けた上で,そ の効果を確認 し,そ し
て次の移行へと進むのである。
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